
環境報告書２０２１
ものづくりの技術開発と環境保全活動を進め
SDGsを達成する社会構築をめざしています
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トヨテツ環境報告書は、トヨテツの環境
保全活動について広く社会に発信する
ことを目的に発⾏しています。

豊⽥鉃工㈱および連結対象の関連会社
※グラフ、表のデータは豊⽥鉃工本体のものを示す

2020年4月1日より2021年3月31日
までの活動を報告
※一部、2021年6月までの事項を含む

環境省発⾏
『環境報告ガイドライン』

２０２１年１２月

編集方針
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1 目次

報告対象範囲

報告対象期間

参照ガイドライン

発⾏時期

TOYOTETSU
Environmental Report 2021



取締役社長

岩瀬 次郎 
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2 トップメッセージ
カーボンニュートラルを目指し一人ひとりが「今」行動を変える

⻑引く、新型コロナウイルスによって世界の
経済、社会、そして私たち一人ひとりの生活様
式も激変しました。そして未だにこの先の⾒通
しも読めない状況下にあります。
コロナ禍で様々な価値観が一変しましたが、

世界的に取組む地球温暖化防⽌は不変かつ
急務なテーマであり、現代社会を生きる私たち
の責任です。頭で理解するだけでなく、どう⾏
動するのかを考える機会と考えます。

私たち自動⾞産業は「カーボンニュートラル
（*）」を目指すべき姿として掲げておりますが、
現在の取組みだけでは到達不可能と言われて
います。社会全体からもこの先の技術開発や
再生エネルギーの取込みなどへ期待の大きさは
周知の通りです。何より大切なのは、私たち一
人ひとりが「今」⾏動を変えることにあります。私
たちは、日常生活での便利さやスピードを求め
てきましたが、その代償として犠牲にしてきたも
のは無かったか︖コロナ禍のこの一年余、業務
での生産性の追求、ロス低減活動は言うに及
ばず日々の生活の中でもこの自問自答があっ
たはずです。私たちが考えて⾏動してきたことを
一時的なものとせずに暮らしの中の当たり前の
ものとし、更に活動の輪を広げてまいりましょう。
当社は取引先様をはじめステークホルダーの

皆様と一緒にカーボンニュートラルに向けて取り
組んでまいります。

ここ数年、トヨテツグループは環境活動にも⼒
を注いできており各方面より「環境のトヨテツ」と
して認知されるまでになりました。
具体的なアクションは「トヨテツグループ環境取
組みプラン」として推進しておりますが、国連加
盟国が2030年に向けて世界に発信している
SDGs（持続可能な開発目標）ともしっかり
とリンクさせております。遠い話題のようでも、今
から⾏動を起こしていかないと次世代に負の遺
産を残すことになってしまいます。これからもトヨ
テツグループ全体で気持ちを一つにし、着実に
一歩一歩を刻んでいきたいと思います。

*カーボンニュートラル
温室効果ガス（CO２、メタン、一酸化窒素、フロンガスな
ど）排出量を最大に削減しつつ、どうしても排出せざるを得
ない部分は、その相当量を他の活動により吸収もしくは除去
することで全体としてニュートラル（中⽴）な状態を目指す。
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3 トヨテツ環境活動の歩み ( 2 0 0 0 年 ～ )

３-1.主な取組み
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Environmental Report 2021

年度 EMS 低炭素・カーボンニュートラル

2000

2001 CO2削減目標：2000年比2005年▲5%

2 0 0 2

2 0 0 3 プレスクエンチング 1号機設置 自動車部品の軽量化に貢献

2 0 0 4

2005
・自動車の燃費向上を目指す開発推進
・CO2削減目標：2001年比2010年▲5%

2006

2007

2008

2009

2010

2011 「低炭素」「循環」「自然共生」「マネジ
メント」の4本柱を推進 CO2削減目標：2009年比2012年▲6%

2012
電力量原単位目標 ←震災を受けて追加

2010年比2015年▲30%

2013

2014

2015

2016

2017
電力量原単位目標 ←上方修正

2010年比2025年▲50%

2018

2019

2020

★ ISO14001取得(額田・篠原)

★ ISO14001取得(本社・広久手)
★ 第1次環境取組みプラン

★ 第2次環境取組みプラン

★ 第3次環境取組みプラン

★ 厚生会館に太陽光発電導入
★ 額田工場に太陽光発電導入

★ 本社厚生棟に太陽光発電導入

★ 第4次環境取組みプラン

★ とよたSDGsパートナー登録

★ SDGsつながり11のゴール

★ SDGsつながり8のゴール

★ SDGsつながり13のゴール
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3 トヨテツ環境活動の歩み (2000年～)

３-2.主な取組みと環境関連の受賞歴
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年度 自然共生 環境関連の受賞

2011
「自然を活用し、自然と調和する工場
づくり」を推進

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018 AGRICULTURE R&D CENTER 竣工

2019

2020

★緑化優良工場等表彰
日本緑化センター会長賞

★ トヨテツの森 着工

★トヨテツの森イベント初開催

★愛知環境賞 優秀賞
人と環境にやさしい好触感な
自動車内装部品の開発

★ビオトープ顕彰 審査委員長賞

★3R推進功労者等表彰
経済産業大臣賞

★愛知環境賞 優秀賞
超高張力鋼板成型技術向上に
よる自動車部品軽量化のグロ
ーバル展開

★緑化優良工場等表彰
中部経済産業局長賞

★トヨタ自動車
環境推進優秀賞 MVP

★トヨタ自動車
ヤリスプロジェクト賞「技術の部」
樹脂製ラジエターサポートアッパー

詳細は
各ページ

旧本社屋

解体・整地

詳細は
環境報告書
2020

★グリーンウェーブ植樹初開催

★ トヨテツの森 完成



－ 5 －

4 環境にやさしいトヨテツプロダクツ
4-１.トヨテツ環境取組み 4本柱

全工程、全員参加で持続可能な地球環境を目指す

愚直に地道に継続してきた活動が
お客様から高い評価を受けました。

TOYOTETSU
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ＴＯＹＯＴＡ

環境推進優秀賞 ＭＶＰ 受賞 (2021/3)
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4 環境にやさしいトヨテツプロダクツ
4-2.樹脂製ラジエターサポートアッパー

Ｂ

Ｂ

Ｂ－Ｂ

ラジサポロア（鉄）

クールエア
を吸気

ロングダクト一体

廃棄品 粉砕機

リサイクル材

投入
粉砕

混合

ペレット

軽量化

騒音低減

クールエア
取込みによる
燃費向上

ガラス入りＰＰ
リサイクルにより
産廃ゼロ

構造

リサイクル工程

・軽量化及び環境性能向上(騒音低減、燃費向上)
・産業廃棄物ゼロ(CO2排出量低減)

鉄→樹脂化と同時に、リサイクル工程
も絶対に確立するとの情熱を持って、
一致団結して取り組みました。

再び新しい
製品へ

TOYOTETSU
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ＴＯＹＯＴＡ

ヤリスプロジェクト賞「技術の部」受賞 (2020/3)
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5 生産活動におけるCO2排出量の低減
5-1.CO2排出量低減実績

・2020年度の 目標：総量▲3.2％( 806t-CO2) 原単位▲3.2％
省エネ活動結果 結果：総量▲8.2％(1992t-CO2) 原単位＋0.3％
＜参考＞ 目標：総量▲3.2％ 原単位▲3.2％
7-3月集計 結果：総量▲1.2％ 原単位▲4.2％

TOYOTETSU
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第5次プランのCO2低減目標に1年前倒しでスタートし
ました。新型コロナの影響による主に4-6月の減産で総
量が成行きで低減している所もありますが、7-3月集計
の原単位▲4.2%であることから改善効果がみられます。

第5次プラン(2021年～)を
1年前倒しでスタート



・工場照明ＬＥＤへの更新すべて完了 (254本交換)

・コンプレッサー冷却⽔配管変更によるポンプ1台停⽌
・4-7号機メインモーターインバーター制御へ更新
・治具保全による治具エアー漏れ修理実施 (265台実施)

・ロボット制御盤冷却ファン
にサーモセンサーを取付け
間欠運転(90台/90台完了）

・プレス操作油圧ポンプインバータ制御（6台/6台完了）
・発送場の照明ＬＥＤへの更新
・プレス、組⽴エアー漏れ早期修理（治具保全係）

－ 8 －

5 生産活動におけるCO2排出量の低減
5-2.各工場改善実施内容

本社

広久手

TOYOTETSU
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サーモセンサー

制御盤

温度が低い時は
自動OFF！

必要な明るさは確保し
消費電力低減！



・⾦型冷却調整機更新（可動側、固定側の共有）

改善前（1温式）2台/ライン 改善後 温調機本体 と 遠隔操作盤

・発送場、工場内ＬＥＤへの更新（70器）
・ＥＢ溶接治具採数（2個→3個）変更による生産性向上
・廃棄品低減による再加工ロス低減

・設備制御盤モニター照明OFFによる待機電⼒低減

改善前 常に表示されている 改善後 30秒で画面OFF

・エアー配管のエリア分けによる休日コンプレッサー負荷の適正化
・プレスライン週末エアー元バルブ閉の実施
・コージェネ休⽌ → 完全停⽌（廃⽌）による電⼒低減

－ 9 －

5 生産活動におけるCO2排出量の低減
5-2.各工場改善実施内容

額⽥

篠原

TOYOTETSU
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新型コロナの影響で効率の悪い生産状況もありました
が、着実に日常改善を推進しました。

もったいない！

画面をタッチすると
表示されるよ！誰が見てるの～？

1台/ラインで
調整できる！

今までは2台が
当たり前だった



生産における排出物の低減

水使用量低減と改善事例

＜今後の取り組み＞

＜今後の取り組み＞
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廃棄物低減
工程内不良率の削減
徹底した分解・分別による
有償化

⽔インパクト最小化
・給⽔量の低減から使⽤
量の低減

・排⽔有効活⽤
・⾬⽔利⽤方法の再検討

6 循環型社会に向けた取組み
生産活動における排出物・水使用量の低減

▲３５％

TOYOTETSU
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本社： 工程内不良率５０％低減活動 （プレスライン・組立１５ライン）
広久手： 加熱炉ヒーターセラミックリサイクル品使用による低減
額田： コンプレッサードレンの油水分離による含油排水量の低減

インクボトル変更による拭き取りウエス使用量の低減
篠原： ドアトリム廃棄不良の低減・各種不良品の分解・分別による有償化

事業体の中には、水道配管及び排
水管の経年劣化が著しく、亀裂によ
り水洩れが発生している拠点もある
為、配管更新や材質の変更、埋設
から地上化し、配管が見えるように
していく

水リスクが大きいとされる事業体で
の水使用状況に注視

国内外事業体の状況 TTTI

TTIA

TTAP

NTC・NTTETTID

水リスクが大きいとされる地域の事業体
出典:WRI Aqueduct 2021.12.7

TTMX
TEP

TTTH
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7 自然共生社会に向けた取組み
トヨテツの森での活動

・「トヨテツの森」の継続的な整備
・環境美化活動などでの周辺地域とのつながり
・従業員やその家族とのイベントを通じた自然共生

教育活動

ビオトープ 滝工場敷地内に森を造成

◆森の整備

チガヤの原っぱ 小川と池歩道

生物の生息地として周辺地域の環境保全に寄与

TOYOTETSU
Environmental Report 2021

◆トヨテツの森

・虫の棲み処としてチガヤを残すなど工夫して森を整備
・木質チップブロックを使用した環境に優しい歩道
・流れる⽔は滝→小川→池→滝…と循環利用

緑化優良工場等中部経済産業局長賞受賞
(2020/10)

・豊⽥鉃工本社工場敷地内に２０１３年１１⽉完成
・旧本社社屋等の跡地（４８００ｍ２）を活用
・芝生エリアと滝や池のあるビオトープエリアを造成
・桜や松など既存樹木はそのまま残し自然に近い景観を形成
・クリ、ビワ、ヤマモモなど色彩豊かな多くの果樹を植栽 ヤマモモ

ショウリョウバッタモドキ
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7 自然共生社会に向けた取組み
トヨテツの森での活動

◆森の学習小屋設置（自然共生の活動拠点）

◆自然共生 教育活動

緑地の維持管理にたずさわる皆さん、トヨテツの森で
の活動に参加された皆さん 他、自然を愛する皆さん
の活動が評価されました。

TOYOTETSU
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・トヨテツの森に間伐材を使用した小屋を設置
・イベント活動や⽣き物調査の資料を掲⽰

・近隣小学校の親⼦や従業員の家族向けにイベントを開催
・SDGsやトヨテツの森の⽣き物他の季節折々の内容

◆生物調査結果（３～４回/年実施）

・⽣物多様性の指標
・毎回新しい⽣き物が
⾒つかっている

コノシメトンボ ジョウビタキ

SDGsの説明 集合写真生き物探し

学習小屋 学習小屋から生き物探しへ出発資料の掲示

教育活動、地域交流の取組

クリ拾い

バードコール クリスマスリース
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8 マネジメントでの取組み
SDGs取組み紹介・・・環境省・とよたSDGsパートナー

愛知県教育委員会様とパートナーとなり今回は、愛知県立
豊野高校の生徒40名と環境の問題を『自分ゴト化』にする
ためにはどうするのかを学習しました。

豊野高校でのSDGsと環境についての学習
テーマ：気候変動に具体的な対策を

とよたSDGsパートナーとの連携
（愛知県教育委員会 SDGs探求型プログラム）

・講演： 10月22日 ・発表会：21年1月25日

環境省ホームページ
に掲載

ウオータープロジェクトHP

企業活動の紹介

環境省では、健全な水循環、水
資源の重要性について、広く国
民に向けて啓発する「Water 

Project」を発足しました。このプ

ロジェクトは、国、地方公共団体、
事業者、国民が、将来にわたっ
て水資源の保全に取組む官民
連携によるプロジェクトで全国
企業２２４社参加。

TOYOTETSU
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行政、企業、学生、一般市民の
皆さんなど多くの方にトヨテツの
ＳＤＧs、環境取組みを見て頂き
ました。
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8 マネジメントでの取組み
SDGs取組み紹介・・・豊田市、商工会議所

とよたビジネスフェアーに出展 (2021.3)

（豊田商工会議所、豊田市主催）

豊田市
環境の保全を推進する協定協議会

環境取組みの展示 (2021.2)

豊田市中央図書館5Fにて協定

協議会の協定締結事業者合同
の展示に出展。
環境取組み紹介を展示しました。

TOYOTETSU
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環境への取組みをメインテーマとして、テクノエイト（株）、
トヨテツ共栄会と合同出展
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9 環境マネジメント
9-１.環境方針と取組みプラン

温室効果ガス排出量の大幅な削減

低炭素社会の構築
部品軽量化開発
工場ＣＯ2排出量低減
物流ＣＯ2排出量低減

３Ｒ(Reduce,Reuse,Recycle) を通じた資源循環の推進

循環型社会の構築
リサイクルしやすい部品開発・拡販

排出物の低減と資源の有効活用
水使用量の低減

緑化事業の推進
世界へつなぐ環境活動の推進

自然共生社会の構築
地域とつなぐ自然保全活動、未来へつなぐ教育

グローバル社員教育
ビジネスパートナーと連携した環境活動

マネジメント
法令遵守、情報の開示とコミュニケーション

第４次トヨテツグループ
環境取組みプラン

環境に関する基本方針は、2000年に制定された「トヨテツグループ地球環境憲章」のもと、環境に対する取組み方針を
「トヨテツ環境方針」として定め、国内外事業体18社で共有しています。
こうした方針に基づき、5ヵ年プラン及び年度計画を⽴案し、環境法令順守を始めとして全員参加で廃棄物低減、省資源、
省エネルギーに取り組んでいます。

トヨテツグループ地球環境憲章（基本方針） 2000年制定

トヨテツ環境方針

年度計画（環境保全推進計画)

第4次トヨテツグループ環境取組みプラン（5か年）

オールトヨタ第6次環境取組みプラン（5か年）

第４次トヨテツグループ環境取組みプランは、2016年度からの5ヵ年の活動計画と目標を定めたものです。
企業活動における環境の重要取組みテーマを４つに分類し、地球環境と調和したものづくりを通じて、地域社会・地球の
持続可能な発展に寄与します。

2回/年のトヨテツグループ環境委員会で、グローバルでの今後の活動に
ついての審議と取組み結果を報告。

トヨテツグループ環境取組みプラン（5か年）

トヨテツグループ年度環境取組みプラン

各部・工場 環境保全推進計画（PDCA）

トヨテツ
グループ
環境委員会

環境保全推進部会

審議

承認

推進体制

TOYOTETSU
Environmental Report 2021



9 環境マネジメント
9-２.第4次トヨテツグループ環境取組みプラン (2016-2020年度)

－ 16 －
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9 環境マネジメント
9-３.トヨテツグループ環境取組みプランとSDGsとのつながり

出典愛知県SDGsガイドブック

トヨテツグループ環境取組みプラン

低炭素
(気候変
動,CO2)

自然共生循環
(資源,水)

マネジメント

TOYOTETSU
Environmental Report 2021
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9 環境マネジメント
9-４.第5次トヨテツグループ環境取組みプラン(2021-2025年度)

TOYOTETSU
Environmental Report 2021

2021年4月から、第5次プランスタート



トヨテツは自動車部品の開発・設計、生産、物流のあらゆる段階において、温室効果ガス及び排出物の削減に取組んでいます。
２０１６年度からの５ヶ年計画のほとんどの項目で目標達成できており、着実にパフォーマンス向上が図られています。

2020年度取組結果
10-1.環境取組みプラン結果

－ 19 －
TOYOTETSU
Environmental Report 2021
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事業活動

開発・設計
▼

調達
▼

生産
▼

物流

－ 20 －

10-2. INPUT/OUTPUT

10-3.環境会計

2020年度取組結果

・CO2 生産
物流

事務所

・化学物質

・廃棄物
 埋立
 焼却
 逆有償

・有償

・リサイクル t

t
t

t

22,168

57,631

13
217

t
t
t

230

0.6 t

t
0

38

t

2,785
161

Scope3カテゴリー別排出量算出
カテゴリー 内容 t-CO2 算出方法

1 購入した製品・サービス 626,024 物量または金額ベースの排出原単位
2 資本財 67,075 重量または販売単位の排出原単位
3 Scope1,2に含まれない燃料

仕入先からの製品の輸送 ― 燃料法
客先への輸送 2,785 燃料法

5 廃棄物 262 廃棄物種類・処理方法別排出原単位
6 出張 753 移動に伴う燃料使用量
7 従業員の通勤 2,289 移動に伴う燃料使用量

※カテゴリー８〜１５は該当なし

4

・エネルギー
 電気
 都市ガス
 LNG
 LPG
 軽油

・水

・化学物質

・材料
 鋼材
 樹脂
 銅

143,735
1,661
205

t
t
t

71,621

7.8

46,830
648
0
67
24

m3

t

Mwh
km3

t
t
kℓ

環境保全コスト

10



11 第三者保証
第三者保証紹介

－ 21 －

豊田鉃工株式会社は国際社会が合意したSDGs(持続可能な開発目標)達成に向けて取り組んでいきます

TOYOTETSU
Environmental Report 2021

一般社団法人SDGs推進センター 副代表理事
環境省登録 環境カウンセラー

百瀬則子氏

私は豊田鉃工株式会社2021年環境報告書の第三者
保証のために、本社を訪問し、また環境報告書及び
トヨテツグループ環境委員会議事録についてインタ
ビューを行いました。

2021年は前年から続く新型コロナウィルスのパン
デミックという危機に関心が集まる中、2015年のパ
リ協定で地球環境最大の問題とされた気候変動とい
うもう一つの危機は滞ることなく進み、気候災害が
世界で起こっています。こうした背景の中で、持続

可能な未来に向けて、ものづくりの技術開発と環
境保全活動を進め、SDGsを達成する社会構築をめ
ざすトヨテツグループの活動報告書の記載内容を拝
見し、事業及び環境・社会貢献活動が、SDGs達成を
目指したものであることを確認しました。

今年の環境報告書トップメッセージには「カーボ
ンニュートラルを目指し一人ひとりが”今”行動
を変える」とあり、地球全体の最重要環境課題を事
業だけではなく、従業員自身の行動変革から達成す
ると、持続可能な未来に向けて力強く宣言されてい
ます。

今年のトップニュースは、TOYOTA環境推進優秀
賞でMVPを受賞したことでしょう。トヨテツグルー
プが「全工程、全員参加で持続的な地球環境を目指

す」とした第4次トヨテツグループ環境取り組みプ
ラン2016年～2020年の取り組みとその成果に対す
る受賞です。
これは、4本柱として、本業を通したものづくりで

の低炭素社会・循環型社会構築の取り組み、地域社
会と協働で行った自然共生社会を目指す「トヨテツ
の森」活動、それらを支える環境マネジメントを掲
げ、個々の成果だけではなく、自らが「愚直に地道
に」と表現する、継続的に行ってきた環境への全社・
全従業員の取り組みが高く評価されたものです。

そして製造工程だけではなく使用時の環境負荷を

低減する、樹脂ラジエターサポートを開発された事
は自動車ユーザーもSDGsに貢献できる取り組みです。
素材を金属から樹脂に変えることで軽量化を図り、
使用時には燃費向上や騒音を低減、更に使用後には
樹脂をリサイクルすることで、製品機能向上と資源
循環を同時に実現したこの技術は、まさに持続可能
なものづくりと言えます。そして使用時の燃費向上

の成果であるエネルギー削減によるCO2削減効果は、
今後開発されるエコカーに必要な地球温暖化防止対
策にも有効です。これらの技術開発を評価され、

TOYOTAヤリスプロジェクト賞「技術の部」を受賞
されました。

生産活動におけるCO2排出量の低減や、排出物・水
使用などの資源循環においても、コロナ禍の減産な
どの影響が一部では報告されていますが、生産現場
での様々な技術開発・設備整備やランクアップ活動
などの改善活動により、環境負荷低減効果とを同時
に実現できていることを確認しました。

第4次トヨテツグループ環境取り組みプラン4本
柱の一つである、自然共生社会に向けた取り組み
「トヨテツの森活動」は、継続的な整備と地域社会
との協働により、工場敷地の中でありながら様々な
生き物が生息する自然環境を作り上げ、生態系保全
とその中で集う人々に安らぎをもたらしています。
また、従来は従業員と家族を対象に行っていた自然
教育活動を、近隣の小学校や地元自治体とも連携す
ることで地域コミュニケーションを図っています。
これは、トヨテツの森を自社だけの活動ではなく地
域と連携を取りあったSDGsの課題解決方法アウト
サイドイン アプローチそのものだと評価します。

それらの活動が評価され、緑化優良工場等 中部経
済産業局長賞を受賞されました。

環境マネジメントに関しては、2021年はISO14001

の更新審査を無事に完了されたことを確認。第4次
トヨテツグループ環境取り組みプランはコロナ禍
の影響で実施できなかった活動以外、ほとんどの
項目で達成し、低炭素社会・循環型社会の構築に貢
献していることを評価されています。今後の改善事
項としては、国内では再生可能エネルギー導入のシ
ナリオ作成、海外事業体の水問題、特に水リスクの
大きな国の使用削減や設備からの漏水が挙げられて
いましたが、改善計画を立て課題解決に向かってい
ます。また、1年前倒しでスタートした第5次プラン
のCO2削減取組みも順調に推移しています。

これらの確認ができたことにより、2021年環境報
告書の内容について保証いたします。
今後も製品ユーザーも含めた地球環境保全に寄与す
るものづくりと、自然共生・地域貢献活動により
SDGsとのつながりが、持続可能な未来に活躍するト
ヨテツグループであり続けることを期待しています。


